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2013年 1月、日本人 10名を含む 39名が亡くなったアルジェリア人質拘束事件が起き、その結
果、かつては黄金郷トンブクトゥとの関わりでしか話題にならなかったマリ共和国への関心が、
日本で急速に高まった。本書はそんな 2013年に刊行されたマリ共和国の通史である。 
本書は 6 つの章で構成される。第 I 章は植民地化以前にトンブクトゥを中心に栄えたガーナ王
国、マリ帝国、ソンガイ帝国の興亡を描く。第 II章は 17～18世紀の奴隷貿易と、その後フランス
の植民地として支配されていく時代、第 III章はマリ連邦の成立からマリ共和国の独立初期を扱う。













邦名を塗り潰し、マリ共和国の名をその下に印刷した 2枚の切手が掲載されている（p. 70 図 8）。 
実は著者はマリ共和国をもっぱらの研究対象とするわけではなく、専門は切手などの郵便資料
から国や地域を読み解く「郵便学」である。本書はその著者の専門性が発揮された、これまであ
まりなかったタイプの通史である。 
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